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議
員　

下
戸
田
地
区
の

中
心
拠
点
と
な
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
設
置
を
要
望
す
る
請

願
が
昨
年
９
月
に
採
択

さ
れ
た
。
22
年
度
の
取
り

組
み
は
。

市
長　

下
戸
田
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
と
、
施

設
整
備
を
含
め
、
具
体
的

な
事
業
内
容
や
組
織
づ

く
り
な
ど
に
つ
い
て
十

分
話
し
合
っ
て
い
き
た

い
。

医療保健センターなど
福祉関連施設の整備は

志政クラブ　石井 民雄　議員

急激なマンション
　増加による影響は

総括質問総括質問

議
員　

高
齢
化
に
よ
る

財
政
へ
の
影
響
、
財
政
硬

直
化
の
見
通
し
と
認
識
、

将
来
へ
の
責
任
あ
る
財

政
運
営
の
見
解
は
。

市
長　

①
財
政
面
の
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

徹
底
。
②
市
有
財
産
の
有

効
活
用
に
よ
る
財
政
運

営
の
効
率
化
。
③
国
県
に

財
政
制
度
に
関
す
る
積

極
的
な
発
言
を
行
い
、
制

度
の
改
革
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
。
④
高
齢
社
会

に
見
合
っ
た
施
策
の
実

議
員　

医
療
保
健
セ
ン

タ
ー
建
て
か
え
、
福
祉
の

杜
、
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

建
設
の
現
時
点
で
の
概

要
は
。

市
長　

医
療
保
健
セ
ン

タ
ー
は
施
設
整
備
を
、
介

護
老
人
保
健
施
設
は
増
改

築
を
行
う
考
え
で
、
基
本

設
計
、
実
施
設
計
の
後
、

24
年
度
に
診
療
施
設
を
着

工
、
25
年
度
よ
り
介
護
老

人
保
健
施
設
の
増
改
築
を

実
施
。
福
祉
の
杜
、
福
祉

保
健
施
設
は
、
現
在
の
医

議
員　

事
業
所
が
撤
退

し
た
跡
地
に
大
規
模
集

合
住
宅
な
ど
が
大
量
に

供
給
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
世
代
の
偏
り
を
招
き
、

今
後
の
行
政
運
営
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と

考
え
る
が
。

市
長　
「
都
市
間
競
争
」

の
時
代
と
言
わ
れ
、
各
都

市
が
住
民
を
呼
び
込
む

た
め
の
政
策
を
競
い

合
っ
て
い
る
状
況
か
ら

考
え
る
と
、
地
域
の
活
性

化
、
住
民
税
の
税
収
と
い

施
と
高
齢
者
施
策
に
対

す
る
発
想
の
転
換
が
必

要
で
あ
り
、
中
長
期
的
な

視
点
か
ら
事
業
の
選
択

と
集
中
、
規
模
や
手
法
の

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

①
政
策
研
究
所

で
設
置
し
た
、
高
齢
化
に

つ
い
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
研
究
結
果
・

成
果
は
。
②
入
所
施
設
整

備
の
可
能
性
の
検
討
方

法
は
。

療
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

て
い
る
健
診
、保
健
指
導
、

健
康
教
育
な
ど
を
予
定
。

議
員　

深
刻
化
す
る
ネ
ッ

ト
い
じ
め
の
現
状
を
い
か

に
と
ら
え
、
ど
の
よ
う
な

対
応
策
を
お
考
え
か
。

市
長　

教
員
研
修
、
教
員

の
指
導
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

作
成
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
に

よ
る
保
護
者
へ
の
啓
発
を

行
っ
て
き
た
。
ネ
ッ
ト
い

議
員　

前
回
の
議
会
で
否

決
さ
れ
た
入
札
案
件
の
問

高
齢
社
会
へ
の

対
応
は

ネ
ッ
ト
い
じ
め

へ
の
対
策
は

危
機
管
理
の
視
点

か
ら
市
独
自
の

市
民
支
援
は

戸
田
ヶ
原
再
生

事
業
の
意
義
は

入
札
制
度
の
改
善
を

下
戸
田
地
区
へ

拠
点
施
設
を

▲降雪日が多い 2月でした・・・2/4 撮影

▲健康福祉の杜第 2期整備で計画されている福祉保健施設

議
員　

本
事
業
の
概
要
と

意
義
、
ど
の
点
が
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き

る
象
徴
と
な
り
得
る
の
か
。

市
長　

自
然
再
生
を
通
じ

人
と
自
然
、
人
と
人
と
の

題
点
と
、
反
省
を
踏
ま
え

た
入
札
制
度
の
改
善
は
。

市
長　

議
会
の
意
見
を

重
く
受
け
と
め
、
入
札
方

式
を
工
夫
し
た
。
市
内
中

小
業
者
の
経
営
の
安
定
・

健
全
性
を
確
保
す
る
た

め
、
物
品
等
の
入
札
に
お

い
て
も
今
後
、
指
名
委
員

会
に
諮
る
な
ど
、
よ
り
よ

い
入
札
方
式
を
目
指
し
、

改
善
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

◀
急
速
な
都
市
化
に
よ
り
マ
ン
シ
ョ
ン
が
林

立
し
て
い
ま
す

◀
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ほ
ほ
え
み
の
郷

じ
め
根
絶
に
関
す
る
決

議
・
意
見
書
を
真
摯
に
受

け
と
め
、根
絶
を
目
指
し
、

学
校
と
家
庭
、
地
域
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
。

市
長　

①
研
究
成
果
は
政

策
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
研
究
報
告
書
、
東
京

法
令
出
版
よ
り
出
版
さ
れ

る
書
籍
で
公
表
す
る
。
②

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
移
転

後
の
跡
地
に
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
を
整
備
し
、
そ

の
後
、
そ
の
他
の
高
齢
者

施
設
の
整
備
を
進
め
て
い

き
た
い
。

議
員　

危
機
管
理
に
対
し

て
は
、
体
制
確
立
と
と
も

に
、
国
県
の
対
応
を
待
た

ず
に
市
独
自
の
支
援
を
積

極
的
に
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
が
、
見
解
は
。

市
長　

自
治
体
が
即
座

に
対
応
を
始
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
責
務
で

あ
る
。
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
更
な

る
体
制
強
化
と
、
市
民
や

地
域
、
行
政
が
一
体
と
な

り
積
極
的
な
姿
勢
で
臨

ん
で
い
く
。

つ
な
が
り
を
再
生
す
る
基

本
理
念
の
も
と
、
か
つ
て

の
戸
田
ヶ
原
に
生
息
し
て

い
た
湿
性
動
植
物
の
再
生

を
通
じ
て
世
代
を
超
え
た

交
流
の
場
を
創
出
し
、
ま

ち
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や

地
域
へ
の
誇
り
や
愛
着
を

は
ぐ
く
む
こ
と
に
生
か
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
自
然
に

触
れ
合
う
こ
と
に
よ
り
、

自
然
の
大
切
さ
を
再
認
識

し
、
自
然
と
共
生
し
た
ま

ち
づ
く
り
が
進
む
こ
と
を

期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

総括質問とは、新年度の施政方針また

は市長就任時に行われる所信表明に対す

る質問で、2 人以上で構成する会派によ

る代表制質問のことです。

今定例会では、2 月 17 日の本会議にお

いて、5 人の議員が会派を代表して総括

質問を行い、市長の施政方針に対して考

えをただしました。

なお、施政方針の内容は、３月 1 日号

の「広報戸田市」に掲載されていますの

で、あわせてご覧ください。

民主・無所属クラブ 馬場栄一郎 議員

う
点
か
ら
は
、
大
規
模
な

集
合
住
宅
の
建
設
が
弊

害
ば
か
り
を
招
く
も
の

と
一
概
に
は
言
え
な
い

と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

検
証
を
綿
密
に
行
い
な

が
ら
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
し
、
政
策
展
開
を
行

う
こ
と
で
、
世
代
の
偏
り

に
影
響
を
受
け
な
い
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ま
ち

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

高齢化が財政に与える
影響と見通しは

平成会　秋元 良夫　議員


